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研究成果の概要（和文）：すべての写真資料について状態を一枚ずつ確認しながら個別にデータを採取し、適切
な保存箱に収納しなおした。すべてのガラス乾板と、紙焼き写真のうち重要度の高いものについて、画像のデジ
タル化を行った。採取したデータをもとにデータベースを構築し、公開した。写真資料の被写体と、資料の作成
者および納入者についての調査を行った。写真資料の整理とデジタル化について事例を研究、発表した。他機関
のアーカイブ構築状況と資料の整理状況についてのヒアリングを行い、本研究の参考とした。本学資料と密接な
関係を持つと推測される他機関所蔵写真資料の調査を行った。上記調査に基づいて報告書を作成、報告のための
展覧会を準備した。

研究成果の概要（英文）：First, we collect the specific data of each materials with checking 
conditions one by one, and house all materials with new acid-free preservation box. All of 
photographic plates and a part of printed photographs which is especially important to be researched
 are digitized, and then we structure the database of materials based on the digital images and the 
specific data. This database is published online. We research them not only by focusing on the 
object of each photographs, but also by focusing on the photographer and the donor of materials.
Before we fix the procedure, we research about previous study, and present the process of our 
project at an academic conference. We interview the people belongs to the other institutions to use 
their way of archiving materials as a reference of our project. We visit the other institutions to 
research materials that may closely relate to ours.Finally, we write a final report and prepare the 
exhibition for introducing achievements of our project.

研究分野： 日本工芸史
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１．研究開始当初の背景 
（１）東京藝術大学には、その前身である東
京美術学校の開校初期から収集された写真
資料が数多く収蔵されている。 
開校初期には、西洋視察の際に、いわゆる

泰西名画の複製写真が大量に持ち帰られて
おり、美術教育の資料として活用されたこと
が想像されるが、具体的にどのような写真が
含まれるのかなどは判明していなかった。 
また開校初期から昭和にいたるまで、校内

の記録用として、あるいは作品制作の補助資
料として、また学外の調査時に、ガラス乾板
による写真が撮影されており、これらも大量
に残されている。ガラス乾板などの明治期の
古写真は、近年研究の進展目覚ましい分野で
あり、本学所蔵品も被写体や納入状況の解明
が期待されていた。 
同様に、紙焼き写真も大量に残されていた

が、これらがガラス乾板をプリントしたもの
なのか、それとも全く別個の情報を多く含む
ものなのかなども判明していなかった。 
いずれの資料も、枚数が膨大で、かつ長年

未整理の状態で保管されていたため、割れて
いるもの、ほこりや汚れがついているものが
少なくなく、また何十枚も束になっていて中
身を確認できないもの、台紙が大きく反って
資料の状態を損ねているものなどがあった。
保管状況を適切なかたちに変更することが
急務であるとともに、資料の内容の解読、解
明によって、明治期の美術教育において写真
資料が果たした役割を明らかにすることが
期待された。 
（２）またこれらの資料については、収蔵品
台帳に記載があるものの、情報には粗密があ
り、被写体の情報や納入時の情報が集積され
ていないものや、そもそも台帳上の資料と実
際の資料を紐づけることが困難なものもあ
った。乾板の内容および乾板や乾板の入って
いた箱などを精査して、情報を採取し、写真
資料を収蔵品のなかに位置づけ直すことも
必要な作業であった。 
 
２．研究の目的 
（１）東京藝術大学が所蔵している写真資料
を整理公開し、また整理作業の成果を反映し
たデータベースを公開し、ひろく研究者に情
報を提供することで、近年発展の目覚ましい
明治期の写真資料研究に資する。 
（２）東京藝術大学が所蔵している写真資料
を精査し、その資料が収集された経緯や、撮
影の経緯を辿ることで、明治期の東京美術学
校の美術教育において、写真がどのように使
用されていたのかを明らかにする。 
（３）写真の被写体や資料に書き込まれた情
報を精査することによって、現存する作品の
撮影当時の状態や、すでに失われてしまった
作品の情報などを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
（１）写真資料それぞれについて状態を観

察・確認したうえで適切な保存環境を検討し、
それにそって環境の改善を行った。具体的に
は、資料の現状以上の劣化を防ぐことを目的
として、安全に取り扱いできるかたちに工夫
した中性紙のたとうと保存箱に移管した。ま
た資料一枚一枚に整理番号をつけて、員数把
握とリスト化を可能にした。また新しい保存
箱に入れる際にも、劣化の著しいものについ
ては平置きとし、上からの圧迫ない形に箱を
加工した。そうでないものについては、収納
のスペースと利便性を考慮して縦置き型の
箱を用意した、 
（２）資料に直接アクセスしなくても情報を
入手できるよう、資料の情報をできる限りす
べてデジタル化した。具体的には、資料から
看取できる情報（被写体の名称、書き込まれ
た文字、写り込んだ文字、収められていた箱
に書かれた文字、資料の劣化の状況など）は
すべて入力しデータベースに反映させた。ま
た画像もデジタル化し、ガラス乾板について
はデータ上でポジに反転させて視認できる
画像とした。 
（３）他機関で行われたセミナーやシンポジ
ウムに参加し、また他機関の写真資料の整理
状況についてヒアリングすることで、写真資
料のアーカイブ構築作業と写真資料の恒久
的な保存について研究した。写真資料専用の
収蔵施設を新設することはできないが、研究
に基づいて、できるかぎり写真資料の保存に
適した環境が保持されるようにつとめた。ま
た当館で行った写真資料の整理・保存方法に
ついて、学会で発表した。 
（４）本学所蔵資料と密接な関係を持つと考
えられる他機関所蔵の資料を調査し、また所
蔵箇所の方と情報交換した。具体的には、茨
城県天心記念五浦美術館において、早崎稉吉
資料を閲覧調査し、本学所蔵の早崎が関係す
ると思われる資料との比較検討を行った。ま
た明治期の古写真を所蔵する機関に出向い
て今後の情報の共有と活用について意見交
換した。明治期の古写真は研究成果がまだま
だ期待される分野であるが、情報の共有が進
んでいない現状があり、どのようにして資料
の内容や情報を横断的に博捜できるように
するかが課題である。 
（５）今回研究対象とした写真資料について、
データベースを構築、公開した。また被写体
に関する研究報告や写真の制作者に関する
研究報告を含んだ研究報告書を作成し、全国
の大学等に送付した。 
 
４．研究成果 
（１）デジタル化とアーカイブ化 
①資料は全数が把握され、保管状況が改善さ
れたことで、いつでも確実にアクセスするこ
とが可能となった。なお、保管に際しては、
清潔な中性紙の保存箱を用いたが、旧保存箱
にも様々な情報が含まれることが判明した
ため、旧箱の情報も含めてアーカイブ化した。 
②資料の情報および画像がデジタル化され



たことで、直接アクセスせずに資料の情報を
得ることが可能となった。このことによって、
資料はこれ以上劣化が進む可能性が低くな
り、また直接的な接触によって破損する可能
性が極めて低くなった。デジタル化に際して
は、もともとの高精細な画質をできるだけ保
持しつつ、しかし取り扱いの簡便なファイル
サイズに収めることが企図された。 
③これまで未整理の状態であった資料の情
報がデータベース上で公開され、検索可能と
なった。データ入力に際しては、適切な入力
項目の設定を行い、可能な限り入力ワードを
一元化することで、検索の効率上昇を目指し
た。 
④写真資料の整理と公開、保存についての情
報とノウハウが館内で共有・蓄積された。 
（２）被写体の精査 
①近代日本の美術教育における写真活用の
実態が部分的ではあるが明らかになった。具
体的には、 
①-1 作品制作のための資料写真の撮影が試
みられていたことが分かった。特に立体物に
ついては、正面、背面、両側面など多方向か
ら撮影してそれをもとにひな形を作成する
手法がとられたであろうことが、複数の例か
ら判明した。 
①-2 岡倉天心らが欧米美術視察に行った折
に購入し、持ち帰った西洋美術複製写真が複
数あることは、台帳や当時の日誌がわかって
いたが、それが具体的にどの写真であるのか、
またどの製造元によって作られた写真であ
るのかなどが部分的に判明した。さらに、こ
れ以外にも「西洋美術史幻燈板」と記された
ガラス乾板もあることから、西洋の美術作品
そのものを実際に目にすることが困難であ
った時代に、写真がその代替となって情報を
伝える重要な役割を果たしていたことが判
明した。 
②写真資料の精査を通して、現在では失われ
た作品の当時の状況が判明した。具体的には、
シカゴ万博日本館の室内装飾画が撮影され
た写真資料が発見され、これまで不鮮明な写
真によってのみ知られていた作品の、詳細な
図像と画風が判明した。 
③現在とは異なる状態にあった作品のかつ
ての状態を示す写真資料が発見された。具体
的には、本学所蔵品の修復前の状態を示す写
真資料が発見され、当時の修復や復元に対す
る考え方を知る手がかりとなった。 
④東京美術学校に一時的に開設されていた
写真科の学生制作品が発見され、大正期の美
術教育において、写真術が技術から美術へと
変化していく過程の一端が確認された。 
（3）今後の研究のために有用と考えられる
情報が公開可能となった。また研究成果を踏
まえた資料の展示が 2017 年 7 月に予定され
ている。 
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